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2006 年５月期中間期 決算説明会の説明資料のお知らせ 

 

 2006 年５月期中間期 決算説明会にて配布いたしました説明資料をお知らせいたします。 

 

なお、本説明会資料は、公認会計士または監査法人による関与はありません。 

また、現時点での入手データを基に作成しております。 

以 上 



2006年5月期中間決算説明会資料
（2005.12.16） 1

1

2006年5月期中間期

連結業績概要

2005年12月16日
アスクル株式会社

2

ⅠⅠ 20062006年年55月期中間期月期中間期 連結業績連結業績

ⅡⅡ 成長戦略とコア・コンピタンス成長戦略とコア・コンピタンス

ⅢⅢ 20062006年年55月期連結業績の見通し月期連結業績の見通し

AGENDAAGENDA

3

20062006年年55月期の位置付け月期の位置付け

～2001年5月期

（高成長期）

2002~
2004年5月期

（基盤の磨き込み）

2005年5月期～

ビジビジネスモデルネスモデル
による高成長による高成長

インフラ構築・整備インフラ構築・整備
持続的成長持続的成長

・収益性の向上・収益性の向上

・新規事業への・新規事業への

取り組み取り組み

・バランスのとれた・バランスのとれた
成長と収益性への挑戦成長と収益性への挑戦

・中期における・中期における
成長戦略の実現成長戦略の実現

・高い売上成長率・高い売上成長率

20062006年年
55月期月期
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+13.0100.077,730100.068,774売上高

2.9

5.1

5.1

19.8

24.9

売上比

+11.919.715,26613,647販管費

+13.325.019,41917,144売上総利益

+18.65.34,1663,512経常利益

▲1.82.51,9381,974当期純利益

+18.75.34,1523,497営業利益

前期比売上比金 額金 額

2006/5期中間期2005/5期中間期

％ ％百万円 百万円 ％

ⅠⅠ 20062006年年55月期中間期月期中間期 連結業績連結業績

（注）当中間期は、連結子会社（注）当中間期は、連結子会社 ビジネスマート株式会社を含んでおります。ビジネスマート株式会社を含んでおります。

5

売上高の推移売上高の推移

0

50

100

150

6 7 8 9 10 11 12 1 2 3 4 5

03/5期

04/5期

05/5期

375億円
前1Q比 +14.0%

売上高売上高 = = 購入お客様数購入お客様数 x x 購入お客様単価購入お客様単価

単位:月度

単位:億円

06/5期

399億円
前2Q比 +11.3%

前上期比前上期比 +12.6%+12.6%

単体単体

稼
動
日
数

稼
動
日
数

当期当期

前期前期

７８７８

７８７８ ７５７５

７４７４

6＊＊02/602/6月度を月度を100100として指数化しております。として指数化しております。

購入お客様数の推移購入お客様数の推移

0

50

100

150

200

6 7 8 9 10 11 12 1 2 3 4 5

単位:月度

前1Q比
+9.9%

03/5期

04/5期

05/5期
06/5期

単体単体

前2Q比
+9.1%

前上期比前上期比 +9.5%+9.5%
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購入お客様単価の推移購入お客様単価の推移

70

80

90

100

110

120

6 7 8 9 10 11 12 1 2 3 4 5

単位:月度

前1Q比
+3.7%

20052005年秋冬号年秋冬号
約約10001000ｱｲﾃﾑｱｲﾃﾑ

平均平均 7.8%7.8%値下げ値下げ

20052005年春夏号年春夏号
約約25002500ｱｲﾃﾑｱｲﾃﾑ

平均平均 8.0%8.0%値下げ値下げ

03/5期

04/5期

05/5期

06/5期

＊＊02/602/6月度を月度を100100として指数化しております。として指数化しております。単体単体

前2Q比
+2.0%

前上期比前上期比 +2.8%+2.8%

8

1．売上高
予想 : 75,412 M¥ 実績 : 77,730 M¥ （+13.0%）
① オフィス生活用品を中心とした新商品が好調

② OA・PC用品等の基本商品が堅調な推移

③ メディカル&ケア事業の展開

④ 課題として、オフィス家具商品の変革の推進

２．営業利益
予想 : 3,791 M¥ 実績 : 4,152 M¥ （+18.7%）
・増収効果と継続的な販管費の削減

３．当期純利益
予想 : 1,710 M¥ 実績 : 1,938 M¥ （▲1.8%）
・特別損失および過年度法人税等の影響

20062006年５月期中間期連結業績について年５月期中間期連結業績について
（％：前年同期比）（％：前年同期比）

9

ⅠⅠ 20062006年年55月期中間期月期中間期 連結業績連結業績

ⅡⅡ 成長戦略とコア・コンピタンス成長戦略とコア・コンピタンス

ⅢⅢ 20062006年年55月期連結業績の見通し月期連結業績の見通し

AGENDAAGENDA
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1. コンテンツ（商品、サービス）の創造力

2. ソリューションの提供

3. e-プラットフォームの拡充

ⅡⅡ 成長戦略の要となるコア・コンピタンス成長戦略の要となるコア・コンピタンス

アスクル ３つのコア・コンピタンス

11

CEO Ｍｅｓｓａｇｅ

時代の変化を読む時代の変化を読む時代の変化を読む

風向が変わる風向が変わる風向が変わる

チーム一丸となってタッキングチーム一丸となってタッキングチーム一丸となってタッキング

社員説明会（社員説明会（20052005）資料抜粋）資料抜粋

事業環境・市場の変化

12

①① オフィス生活用品を中心とした新商品オフィス生活用品を中心とした新商品

欧州デザイナーとのコラボレーション欧州デザイナーとのコラボレーション
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新しい価値創造新しい価値創造
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'03/3 '03/6 '03/9 '03/12 '04/3 '04/6 '04/9 '04/12 '05/2 '05/6 '05/9

デザイン紙コップ販売数量

お客様との距離を縮めてくれるおもてなしのアイテムお客様との距離を縮めてくれるおもてなしのアイテム

＊＊20032003年年33月度を月度を100100として指数化しております。として指数化しております。20052005春・夏号カタログ抜粋春・夏号カタログ抜粋

14

グローバルな新しい価値創造プラットフォーム

ヨーロッパ
（ミラノ）

ヨーロッパ
（ミラノ）

中国
（上海）

中国
（上海）

デザインネットワーク

生産・調達

新しい新しい

価値の価値の

創出創出

お
客
様
の
ご
要
望

お客さまのために世界から

価値創造プラットフォーム価値創造プラットフォーム

日本
（東京）

-ASKUL-

編集・提案

日本
（東京）

-ASKUL-

編集・提案

15

コピーペーパー調達方針 & 商品紹介

②② ＯＡ・ＯＡ・PCPC用品等の基本商品用品等の基本商品

20052005秋・冬号カタログ抜粋秋・冬号カタログ抜粋
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コピーペーパーちらしコピーペーパーちらし（（1212月月2222日配布開始予定）日配布開始予定）

１１２月２０日２月２０日
登録予定登録予定

17

③ メディカル＆ケア事業の展開③③ メメディディカル＆ケア事業の展開カル＆ケア事業の展開

売上目標売上目標 ３年後に３３０億円３年後に３３０億円

（一般消耗品含む）（一般消耗品含む）

市場規模市場規模 ：： 約３約３,,３００億円３００億円
・医療機関使用の一般消耗品・医療機関使用の一般消耗品 約約2,0002,000億円億円
・許認可対象の医療用消耗品・許認可対象の医療用消耗品 約約1,3001,300億円億円

出所出所::ｱｽｸﾙ調査ｱｽｸﾙ調査

20042004年５月期決算説明会資料抜粋年５月期決算説明会資料抜粋

業種別商品の深掘（ﾒﾃﾞｨｶﾙ＆ｹｱ市場へ参入）業種別商品の深掘（ﾒﾃﾞｨｶﾙ＆ｹｱ市場へ参入）

18

1．医療機関使用の一般消耗品機関使用の一般消耗品

市場規模市場規模 約約2,0002,000億円億円

2．許認可対象の医療用消耗品対象の医療用消耗品
市場規模市場規模 約約1,3001,300億円億円

医療材料市場への参入により医療材料市場への参入により

市場規模市場規模 約約4,8004,800億円へ億円へ

メディカル＆ケア事業の市場規模メディカル＆ケア事業の市場規模

医療材料専門(許認可対象）
カタログカタログ Vol. 1Vol. 1（創刊日：（創刊日：’’05/1105/11月）月）

出所出所::ｱｽｸﾙ調査ｱｽｸﾙ調査

出所出所::ｱｽｸﾙ調査ｱｽｸﾙ調査
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単位：億円単位：億円

（注）（注）04/504/5期上期以前の売上高は、カタログ発刊前につき推定値です。期上期以前の売上高は、カタログ発刊前につき推定値です。

0

50

100

150

200

250

300

00/5期 01/5期 '02/5期 '03/5期 '04/5期 '05/5期 '06/5期 '07/5期 08/5期 09/5期

下期

上期

メディカル＆ケア事業メディカル＆ケア事業 売上高の推移売上高の推移

単位:億円

前中間期比
＋2４.８ %

目標目標
200200億億

一般オフィス用品一般オフィス用品一般オフィス用品

医療・介護施設向け一般消耗品医療・介護施設向け一般消耗品医療・介護施設向け一般消耗品

許認可対象の医療材料許認可対象の医療材料許認可対象の医療材料

20

④④ 課課題として、オフィス家具商品の変革題として、オフィス家具商品の変革

従来のアスクル従来のアスクル

（価格価値の商品）（価格価値の商品）

多様なニーズへの対応多様なニーズへの対応

（付加価値のある商品）（付加価値のある商品）

20042004春・夏号カタログ抜粋春・夏号カタログ抜粋

21

1. コンテンツ（商品、サービス）の創造力

2. ソリューションの提供

3. e-プラットフォームの拡充

ⅡⅡ 成長戦略の要となるコア・コンピタンス成長戦略の要となるコア・コンピタンス

アスクル ３つのコア・コンピタンス
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0

1000

2000

3000

4000

5000

02/5月 02/11月 03/5月 03/11月 04/5月 04/11月 05/05月 05/11月

ソリューションソリューション アアスクルアリーナご登録企業数の推移スクルアリーナご登録企業数の推移

中堅企業中堅企業

大手企業大手企業

中小事業所中小事業所

ee--ProPro

ｱｽｸﾙｱｽｸﾙ

ｱﾘｰﾅｱﾘｰﾅ

ｱｽｸﾙｱｽｸﾙ

ｲﾝﾀｰﾈｯﾄｲﾝﾀｰﾈｯﾄ
ｼｮｯﾌﾟｼｮｯﾌﾟ

ﾎﾟｰﾀﾙﾎﾟｰﾀﾙ
ｱｽｸﾙｱｽｸﾙ

インターネット売上高構成比：インターネット売上高構成比：46.7%46.7%（（1111月度実績）月度実績）

単位単位::社社

個個 人人

4,262社
（05/11/20時点）

23

0

50

100

150

前期 今期

ｵﾌｨｽ家具ｻｰﾋﾞｽ
受注件数の推移

＊前中間期を＊前中間期を100100として指数化しております。として指数化しております。

前中間期比
＋38.9 %

ソリューションソリューションオフィスオフィス家具らくまるサービスの推移家具らくまるサービスの推移

24

1. コンテンツ（商品、サービス）の創造力

2. ソリューションの提供

3. e-プラットフォームの拡充

ⅡⅡ 成長戦略の要となるコア・コンピタンス成長戦略の要となるコア・コンピタンス

アスクル ３つのコア・コンピタンス

継続的な販管費の低減継続的な販管費の低減
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販売費及び一般管理費（対売上高）の推移販売費及び一般管理費（対売上高）の推移

21.8% 21.7%
20.7% 20.3% 20.0% 19.4% 19.4%

0%

10%

20%

30%

00/5月期 01/5月期 02/5月期 03/5月度 04/5月期 05/5月期 06/5月中

継続的な改善継続的な改善

前中間期実績

１9.8％

単体単体

26

ﾌﾙﾌｨﾙﾒﾝﾄを伴った電子商取引ﾌﾟﾗｯﾄﾌｫｰﾑ

お客様 サプライヤーサプライヤー

販売
エージェント

販売
エージェント

ロジスティックスロジスティックス

アスクル・インターネットショップﾟ

e-プロキュアメントサイト

シンクロマートシンクロマート

（（ﾏｰｹﾃｨﾝｸﾞﾏｰｹﾃｨﾝｸﾞ情報共有情報共有ｼｽﾃﾑｼｽﾃﾑ））

シンクロエージェントシンクロエージェント
（営業支援システム）（営業支援システム）

0606年年55月期月期 設備投資額設備投資額 3636億円億円
合計合計償却費償却費1515億円（含む新規億円（含む新規33億円）億円）

ｺｰﾙｾﾝﾀｰｺｰﾙｾﾝﾀｰ

新ｼｽﾃﾑ新ｼｽﾃﾑ

配送ｻｰﾋﾞｽｼｽﾃﾑ配送ｻｰﾋﾞｽｼｽﾃﾑ

医薬品・医療機器医薬品・医療機器
取扱い取扱いｼｽﾃﾑｼｽﾃﾑ

20052005年５月期決算説明会資料抜粋年５月期決算説明会資料抜粋

ee--プラットフォームの磨き込みプラットフォームの磨き込み

27

・総投資額：約・総投資額：約9.89.8億円億円
（ﾘｰｽ契約を含む）（ﾘｰｽ契約を含む）

・倉庫部分面積：延べ・倉庫部分面積：延べ9,8349,834坪坪

・外観（上）・外観（上）

・・自動倉庫入庫口自動倉庫入庫口 （右上）（右上）

・エリア別出荷ソーター・エリア別出荷ソーター （右下）（右下）

・外観・外観 （左）（左）

最新の名古屋センター最新の名古屋センター

名古屋センターの概略名古屋センターの概略
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名古屋センターの強化点名古屋センターの強化点のポイントのポイント

品質の向上

生産性の向上

自社運営による上流から下流に
至る全体プロセスの可視化

１．ITカートでのセル型業務（個人完結
型業務）による品質と生産性の追求

２．PMS（生産性管理システム）による
物量に応じた柔軟な勤務シフト実現

29

全体プロセスの可視化全体プロセスの可視化

②管理指標の見える化

①操業状態の見える化

③個人別作業の見える化

30

全体プロセスの可視化全体プロセスの可視化

• 作業進捗状況のリアルタイム表示

• 計画/実績のギャップ発生時の対応

高速化

①①操業状態の見える化操業状態の見える化
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31

全体プロセスの可視化全体プロセスの可視化

・ 生産性や商品ヒット率、人員配置、

充足率等 の分析用データ表示

・ グラフ化等、簡単に分析に使えるための

工夫

②管理指標の見える化

32

中小事業所中小事業所

」」」

個個 人人

海外への展開海外への展開海外への展開

従業員従業員

」」」

コア・コンピタンスを源泉とした新しい価値の創造コア・コンピタンスを源泉とした新しい価値の創造

成長戦略成長戦略

商 品
の展開
商商 品品
の展開の展開

サービス
の展開
サービスサービス
の展開の展開
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ト

プ
ロ
キ
ュ
ア
メ
ン
ト

大・中堅

YY
XX

医
療
・介
護
施
設
向
け
カ
タ
ロ
グ

医
療
・介
護
施
設
向
け
カ
タ
ロ
グ

医
療
・介
護
施
設
向
け
カ
タ
ロ
グ

顧
客
開
拓

顧
客
開
拓

顧
客
開
拓

中小事業所中小事業所

B2CB2CB2CB2EB2EB2E
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ⅠⅠ 20062006年年55月期中間期月期中間期 連結業績連結業績

ⅡⅡ 成長戦略とコア・コンピタンス成長戦略とコア・コンピタンス

ⅢⅢ 20062006年年55月期連結業績の見通し月期連結業績の見通し

AGENDAAGENDA
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20062006年年55月期月期 連結業績の見通し連結業績の見通し

+11.0100.0160,536100.0144,600売上高

3.0

5.3

5.3

19.4

24.7

売上比

+14.320.032,03028,022販管費

+13.925.440,70335,728売上総利益

+12.05.48,6647,735経常利益

+2.12.74,3974,305当期純利益

+12.65.4８,6727,705営業利益

前期比売上比金 額金 額

2006年５月期見通し2005年５月期実績

％ ％百万円 百万円 ％

業績の見通しに変更はございません。業績の見通しに変更はございません。
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11．売上関係．売上関係

・お客様要望の多様化に対応する商品展開・お客様要望の多様化に対応する商品展開
（ミラノ、上海事務所を基盤に商品開発・調達の推進）（ミラノ、上海事務所を基盤に商品開発・調達の推進）

・・オフィス家具商品の変革の推進オフィス家具商品の変革の推進

２．経費関係（追加先行投資）２．経費関係（追加先行投資）

・戦略的人材登用・戦略的人材登用（商品、物流、新規事業）（商品、物流、新規事業）

2.42.4億円億円

・家具サービス事業の強化・家具サービス事業の強化 2.2.４億円４億円

20062006年年55月期下期月期下期のの業績見通し業績見通し

36

企企 業業 理理 念念

お客様のために

進化するアスクル


